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著者について 

 

アンドリュー・モントフォード 

アンドリュー・モントフォードは著述家兼ブロガーであり、『ホッケースティックの妄想』

著者として知られる。GWPFでは、クライメートゲート調査や王立科学協会についてなど、

いくつかのレポートを執筆。学童三人の父親。 

 

ジョン・シェード 

 ジョン・シェードは統計専門家。大学で物理が卯を学び、世界最貧層の運命についての懸

念と、気候モデルが彼らの運命を改善するという信念のため、インペリアルカレッジで大気

物理学の修士号を取得。しかしこの分野における有意義な進歩が見られないのに幻滅し、学

術界を離れ、まずは気象学者、さらには産業界向け統計研究者として働き、その過程で統計

学修士号も取得。現在は引退し、世界中の学校における環境活動家による教化問題を扱っ

た、Climate Lessonsブログを執筆。 
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Executive Summary 

  

私たちは学校の教材で、気候問題の不適切な扱いによる深刻なまちがい、誤解を招く

主張、偏りの事例を発見した。こうした教材の中には、広く使われている教科書や、教

師用の指導手引き資料、生徒の研究プロジェクトなどが含まれる。 

 学校内部や、学校が生徒たちに参加を促すイベントで、環境アクティビズムが幅をき

かせている例が見られた。問題となるあらゆる事例で、気候変動について脅し、怯えを

煽ってから、生徒たちがどう生きるべきかについて細々した指導が掲げられ、さらにど

う考えるべきかまで指図が行われる。一部の例では、校内に「小さな政治活動家」をつ

くるよう奨められている。生徒の側にも「地球を救う」ための行動の責任を負わせるも

ので、その行動の大きな部分は、親たちに圧力をかけることとされる。 

イングランドの全国カリキュラムは先日、政府による見直しを受けたが、提案された

変更を見ると、こうした手口を防ぐのは困難だろう。 

各種調査では、気候に起こっていることについて、多くの子供たちが動揺し怯えてい

ることが示されている。 

教師や教育当局は、カリキュラムの狙いに沿う限り、教科書や各種教材、外部講師、

見学旅行などをかなり自由に選べる。このため、一部の人々が子供たちを「環境保護の

大義」に引き込もうとして、極度に警鐘的で政治的に偏向した情報源を選ぶリスクが生

じる。この「大義」はしばしば「持続可能性」なる概念を通じて示されるが、これはま

ともに定義もされていないようなお題目であり、ほとんど根本的な批判を受けていない

ような政治活動や個人行動をも含むものとなっている。多くの運動好きなＮＧＯや、エ

ネルギー企業など既得権益を持つ組織は、学校向けの教材などのリソースを提供してい

る。その一部はおそらく実際に使われているのだろう。 

これは明らかに、深刻に懸念すべきである。したがって私たちはイングランド教育大

臣と、スコットランド、ウェールズ、北部アイルランドの教育行政の長たちに、学校に

おける気候変動教育について即座に調査するよう訴えるものである。実際に起こってい

ることを系統的に評価して、こうした教化がどれほどのもので、その結果として生徒た

ちにまちがいなく生じているはずの、情緒的、教育的な被害がどの程度かを明らかにし

なければならない。 
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地球温暖化政策財団 (The Global Warming Policy 

Foundation) は、すべての党を含む無党派シンクタンクであ

り、登録済み教育慈善団体です。地球温暖化についての議論

の分かれる科学については多様な見方を採る一方、現在促進

されている多くの政策が持つ、費用面などの影響について深

く懸念しています。 

 

主な活動は、地球温暖化政策とその経済などの含意について

の分析です。狙いは、最も頑健で信頼できる経済分析と提言

を行うことです。何よりも私たちは、メディア、政治化や社

会に対し、この問題全般と、彼らが現在あまりに曝されるこ

との多い誤情報について、ニュースにふさわしい形で情報提

供を行うことです。 

 

GWPFの成功の鍵は、ますます多くの政策担当者やジャーナ

リスト、関心ある一般市民たちから私たちが獲得してきた信

頼と信用です。GWPF の資金は圧倒的に、数多くの民間個人

や慈善信託基金からの自発的な寄付からのものです。完全な

独立性を明確にするために、エネルギー企業やエネルギー企

業に大きな利害関係を持つ寄付は受け付けません。 

 

地球温暖化政策財団の刊行物での見解は、著者のものであ

り、GWPF およびその評議員、学術諮問評議会委員、理事た

ちのものではありません。 
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GWPF についての追加情報およびこの報告書の印

刷版をご希望の方は、以下までご連絡ください: 

 

The Global Warming Policy Foundation 
55 Tufton Street, London, SW1P 3QL 
T 0207 3406038  
M 07553 361717 
 
www.thegwpf.org 
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